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須賀利中学校全奈
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須賀利中学校よ有難う

昭和46年昼卓童生(革25白)向本 祐幸

私は昭和44年に項賀和j中学世に入学し 41年に卒業しました。私由学年は男 7名

女7 名の計14名で偶成されていました. '存輩年白金枝生桂数は確か44名だったと，里

います.つまり、 30年近〈前に既に非常に生桂散の少ない中学桂でした.その意障

では 今日まで良〈存続してくれたものだと 関慌者の方々の闇聾力に敬意を表し

ます.

私自彊賀利中学在性中の思い出としてはまずパレ ポル部での輯置のこと

があります.体育館がなかったから桔底的土田コートでポールを追いました。特

に真夏の炎実下では カラカラに乾いたコート上で曜もカラカラなのを衰慢しな

がら諦置しました.また、生桂艶が少ないため、出番のやたらに多かった軍動会も

思い出のひとつですo 100m走があったと思ったら、すぐ 2 畑町中距離走に出て、

その後三段眺びをやったり‘器械体操で人間ピラミッドを作ったりと、皆大活躍で

した回

以上、主に体を動かした思い出を雀きましたが、私が現在まで維持してきた体力

及び気力田頭が上に述べたようなところにあるように思う白です.勿輪、先生方に

熱心に教えて頂いた、基礎学力も現在の自卦の拠り所となっています.英語の勉強

を始めたのが彊賀制中学ですし、初めて外国人と簡単な会話を主わしたのが、彊賀

利中学の修学帰行の時でした。旅行中町課題として外国人と英語で会話することと

いうのがあったのです。東京タワ 上で、インド人に「このタワーの高さは伺mで

すかJ と質問され r333mですj と答えたのを覚えています。

軍賀1向沖学は私の進路決定にも大きなII!曹を与えました.小学校高学年から中学

棋にかけて、学桂田図省室から借りて読んだ字宙に関する本等に感動し、私Iま理論

物理学者になろうと思いました.そして、素粒子論の研究者になりました.現在、

私は研究対象を畳由貿に変更して、その立体構造を計算檀シミュレーシヨンで予測

する研究をしています.

項賀柄j中学校は本年 3月で休校になりますが、私たち卒車生の心の中では永遣に

存続するでしょう.彊賀利中学よ有離う。
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